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食品栄養成分分析⇒前処理時に加温が必要な工程が多い

けん化
⇒ ビタミンA, カロテン, ビタミンD, ビタミンE（70 ℃）

反応時間：30～60分

DNPH誘導体化
⇒ ビタミンC（50 ℃）

反応時間：90分

酵素処理
⇒ ビタミンB（37 ℃）
反応時間：18～24時間

・ ウォーターバスと還流冷却管が必要
多検体の処理をしたい場合は複数の器具
が必要になる

前処理の作業効率アップにオススメ！
DigiPREPシリーズの活用

大幅な作業効率アップが期待できる！
・ キャップにより還流効果が得られる
・ 多検体の同時処理が可能

DigiPREPシリーズの使用メリット1：作業効率アップ！

従来法（けん化） DigiPREPシリーズの使用

※今回のけん化処理はキャップを半開きにして行なっています。
キャップを締めて処理しても問題はありません。

GL Sciences New Topic



HPLC関連情報：https://www.gls.co.jp/hplc.html

アプリケーション検索(InertSearch)：https://www.gls.co.jp/technique/app/inert_search.html

・ 耐酸，耐アルカリ性に優れたPP製
けん化などの処理も安心

・ 処理後はそのまま廃棄が可能
・ メスシリンダーと同精度の目盛りにより、

抽出や定容も1本のチューブで可能
・ サンプル量に応じて容量の選択が可能
（15, 50, 100 mL）
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前処理～分析、その後のフォローまで
トータルでのサポートとご提案をいたします！

DigiPREPシリーズの使用メリット2：DigiTUBEsで加温～抽出まで！

・ けん化処理は試料をアルカリにする
ガラス器具の使用は不安

・ 処理後の器具洗浄
汚れが落ちにくく時間もかかる

従来法（けん化） DigiPREPシリーズの使用

加温処理から抽出までを1本で！

品名 内容 Cat.No 価格

DigiPREP
Trial
System

・DigiPREP Jr.（延長コード1M付）
・キーパッドコントローラー
・DigiPREP Jr.スターターキット（50mL用）
DigiTUBEs 500本、
使い捨て時計皿 1000個
24穴チューブラック 1個
保管用チューブラック 5個

8510-50108 598,000

DigiPROBE
6 inch

50mL DigiTUBE用 8520-50080 66,000

【酸分解前処理システムDigiPREP価格表】


